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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体であって、
　複数のピクチャデータからなる動画データと、
　動画データの再生区間を示す開始位置情報と終了位置情報と、を含む第１の再生区間情
報と第２の再生区間情報と、
　動画データにおいて前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成さ
れる終端近傍部と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成され
る先端近傍部とを複製した複製部分と、
　前記第１の再生区間情報に含まれる前記終了位置情報と、前記第２の再生区間情報に含
まれる前記開始位置情報と、の接続状況を示す情報であるステータス情報と、が記録され
ており、
　前記記録媒体に、前記複製部分と前記複製部分の再生区間を特定する一時的区間情報と
の組みが記録されていた場合、
　　前記ステータス情報は、オンに設定されており、
　　前記記録媒体には、さらに、前記終端近傍部の直前に位置するピクチャデータを示す
情報である第１の位置情報と、前記先端近傍部の直後に位置するピクチャデータを示す情
報である第２の位置情報と、が記録されており、
　前記記録媒体に、前記複製部分と前記複製部分の再生区間を特定する一時的区間情報と
の組みが記録されていなかった場合、
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　　前記ステータス情報は、オフに設定されており、
　前記複製部分は、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成され
る終端近傍部と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成される
先端近傍部とを複製することにより得られたピクチャデータの集まりであり、
　前記第１の再生区間情報及び第２の再生区間情報は、
　　前記ステータス情報がオンに設定されている場合、前記第１の位置情報と前記第２の
位置情報とを用いて、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成さ
れる終端近傍部以前の部分と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータ
で構成される先端近傍部以降の部分とを、前記一時的区間情報における前記複製部分を経
由して再生させる再生経路を再生装置に提示し、
　　前記ステータス情報がオフに設定されている場合、前記第１の再生区間情報に含まれ
る前記終了位置情報と前記第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報とを用いて、
前記複製部分を経由せずに前記第１の再生区間情報の再生区間及び前記第２の再生区間情
報の再生区間を順次再生させる再生経路を再生装置に提示する、
　ことを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　複数のピクチャデータからなる動画データと動画データ内の再生区間を特定する再生区
間情報が記録された光ディスクについての記録装置であって、
　動画データの再生区間を示す開始位置情報と終了位置情報と、を含む第１の再生区間情
報と第２の再生区間情報とを、操作者から受け付ける受付手段と、
　動画データにおいて前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成さ
れる終端近傍部と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成され
る先端近傍部とを複製して、複製部分を得る複製手段と、
　前記複製部分と前記複製部分の再生区間を特定する一時的区間情報との組みを光ディス
クに記録することができた場合、
　　オンに設定されたステータス情報と、前記終端近傍部の直前に位置するピクチャデー
タを示す情報である第１の位置情報と、前記先端近傍部の直後に位置するピクチャデータ
を示す情報である第２の位置情報と、を光ディスクに書き込み、
　前記組みを光ディスクに書き込むことができなかった場合、
　　オフに設定されたステータス情報を光ディスクに書き込む、書込手段と、を備え、
　前記ステータス情報は、前記第１の再生区間情報に含まれる前記終了位置情報と、前記
第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報と、の接続状況を示す情報であり、
　前記複製部分は、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成され
る終端近傍部と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成される
先端近傍部とを複製することにより得られたピクチャデータの集まりであり、
　前記第１の再生区間情報及び第２の再生区間情報は、
　　前記ステータス情報がオンに設定されている場合、前記第１の位置情報と前記第２の
位置情報とを用いて、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成さ
れる終端近傍部以前の部分と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータ
で構成される先端近傍部以降の部分とを、前記一時的区間情報における前記複製部分を経
由して再生させる再生経路を再生装置に提示し、
　　前記ステータス情報がオフに設定されている場合、前記第１の再生区間情報に含まれ
る前記終了位置情報と前記第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報とを用いて、
前記複製部分を経由せずに前記第１の再生区間情報の再生区間及び前記第２の再生区間情
報の再生区間を順次再生させる再生経路を再生装置に提示する、
　ことを特徴とする記録装置。
【請求項３】
　動画データと、動画データの再生区間を示す開始位置情報と終了位置情報とを含む第１
の再生区間情報と第２の再生区間情報と、前記終端近傍部の直前に位置するピクチャデー
タを示す情報である第１の位置情報と、前記先端近傍部の直後に位置するピクチャデータ
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を示す情報である第２の位置情報と、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャ
データで構成される終端近傍部と前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデー
タで構成される先端近傍部とから複製された複製部分と、前記第１の再生区間情報に含ま
れる前記終了位置情報と前記第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報との接続状
況を示す情報であるステータス情報と、が記録された光ディスクについての再生装置であ
って、
　前記終端近傍部は、先行する側の再生区間において、終端部に位置する所定数のピクチ
ャデータで構成され、
　前記先端近傍部は、後続する側の再生区間において、先端部に位置する所定数のピクチ
ャデータで構成され、
　前記ステータス情報を参照する参照手段と、
　前記ステータス情報がオンを示している場合、前記第１の位置情報と前記第２の位置情
報とを用いて、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成される終
端近傍部以前の部分と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成
される先端近傍部以降の部分とを、前記一時的区間情報における前記複製部分を経由して
再生し、
　前記ステータス情報がオフを示している場合、前記第１の再生区間情報に含まれる前記
終了位置情報と前記第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報とを用いて、前記複
製部分を経由せずに前記第１の再生区間情報の再生区間及び前記第２の再生区間情報の再
生区間を順次再生する、再生手段と
　を備えることを特徴とする再生装置。
【請求項４】
　複数のピクチャデータからなる動画データと動画データ内の再生区間を特定する再生区
間情報が記録された光ディスクについての記録方法であって、
　動画データの再生区間を示す開始位置情報と終了位置情報と、を含む第１の再生区間情
報と第２の再生区間情報とを、操作者から受け付ける受付ステップと、
　動画データにおいて前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成さ
れる終端近傍部と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成され
る先端近傍部とを複製して、複製部分を得る複製ステップと、
　前記複製部分と前記複製部分の再生区間を特定する一時的区間情報との組みを光ディス
クに記録することができた場合、
　　オンに設定されたステータス情報と、前記終端近傍部の直前に位置するピクチャデー
タを示す情報である第１の位置情報と、前記先端近傍部の直後に位置するピクチャデータ
を示す情報である第２の位置情報と、を光ディスクに書き込み、
　前記組みを光ディスクに書き込むことができなかった場合、
　　オフに設定されたステータス情報を光ディスクに書き込む、書込ステップと、を備え
、
　前記ステータス情報は、前記第１の再生区間情報に含まれる前記終了位置情報と、前記
第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報と、の接続状況を示す情報であり、
　前記複製部分は、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成され
る終端近傍部と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成される
先端近傍部とを複製することにより得られたピクチャデータの集まりであり、
　前記第１の再生区間情報及び第２再生区間情報は、前記ステータス情報がオンに設定さ
れている場合、前記第１の位置情報と前記第２の位置情報とを用いて、前記第１の再生区
間情報における所定数のピクチャデータで構成される終端近傍部以前の部分と、前記第２
の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成される先端近傍部以降の部分とを
、前記一時的区間情報における前記複製部分を経由して再生させる再生経路を再生装置に
提示し、
　前記ステータス情報がオフに設定されている場合、前記第１の再生区間情報に含まれる
前記終了位置情報と前記第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報とを用いて、前
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記複製部分を経由せずに前記第１の再生区間情報の再生区間及び前記第２の再生区間情報
の再生区間を順次再生させる再生経路を再生装置に提示する、
　ことを特徴とする記録方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、DVD-RAM,DVD-R,DVD-RW,DVD+RW等の光ディスクについて記録・再生を行う記
録再生装置に関し、特に光ディスクに記録された動画データを編集する場合の改良に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　動画編集には、編集のミス等によりオリジナルの動画像を欠損させてしまうというリス
クが絶えずつきまとう。動画制作のプロが使用する業務用機器ならいざしらず、一般大衆
が使用する民生機器にて動画編集を実現する場合は、かかる欠損発生を避けねばならない
。近年市場に登場したDVDの記録装置は、そのような要望を踏まえ、本編集に加え仮編集
という機能を具備している。仮編集とは、再生区間の開始点、終了点となるピクチャデー
タを指定するポインタ情報を、ユーザの操作に従って定義してゆくという編集操作であり
、オリジナル動画像に対する加工が必要な本編集とは異なり、オリジナル動画像に対する
加工が一切存在しないという点に特徴がある。オリジナル動画像に対する加工がないため
、編集に失敗した場合に何度でも編集操作をやり直すことができ、動画編集の初心者であ
っても、安心して動画編集に取り組むことができる。尚、動画編集に関しては、以下に示
す特許文献に記載された文献公知発明が存在する。
【特許文献１】特開平１１－４５５５５(ソニー株式会社)
【特許文献２】特開平２－１６２５８９(松下電器株式会社)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで仮編集は、安心して動画編集に取り組むことができる一方、再生区間の切り替
えに際し、映像表示が途切れないことを保証できない。これは、２つの再生区間がディス
ク上に離れて配置されており、２つの再生区間をランダムアクセスする必要があるためで
ある。
　またDVDに記録される動画像データは、前後のピクチャデータとのフレーム間相関性に
基づきMPEG規格に従って圧縮符号化されたピクチャデータを多く含んでおり、これらはデ
コード時には、先頭から順次再生することが想定されている。仮編集により、ポインタ情
報が複数定義されて、再生区間が2以上指定された場合、それら2つの再生区間のうち先行
するものの最後に位置するピクチャデータと、後続するものの先頭に位置するピクチャデ
ータとは互いに当初、他のピクチャデータと順次再生が想定された符号化が施されており
、それら再生区間を連続して再生させることは困難になり、上述した先行再生区間及び後
続再生区間の繋ぎめでは、動画像の途切れ等が多く現れる。
【０００４】
　これに対して一般大衆が接する機会の多い映画やTV放送の動画像では、再生区間の繋ぎ
めに視覚効果の上の様々な工夫が施されており、仮編集の成果物たる再生区間は、プロが
制作した編集成果物の完成度からは程遠く、ユーザに物足りなさを感じさせている。本発
明の目的は、編集失敗時のリカバリーを保証しつつも、再生区間の繋ぎめにおいて様々な
加工を施せるように動画データを記録しておくことができる記録媒体を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明にかかる記録媒体は、複数のピクチャデータからなる
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動画データと、動画データの再生区間を示す開始位置情報と終了位置情報と、を含む第１
の再生区間情報と第２の再生区間情報と、動画データにおいて前記第１の再生区間情報に
おける所定数のピクチャデータで構成される終端近傍部と、前記第２の再生区間情報にお
ける所定数のピクチャデータで構成される先端近傍部とを複製した複製部分と、前記第１
の再生区間情報に含まれる前記終了位置情報と、前記第２の再生区間情報に含まれる前記
開始位置情報と、の接続状況を示す情報であるステータス情報と、が記録されており、前
記記録媒体に、前記複製部分と前記複製部分の再生区間を特定する一時的区間情報との組
みが記録されていた場合、前記ステータス情報は、オンに設定されており、前記記録媒体
には、さらに、前記終端近傍部の直前に位置するピクチャデータを示す情報である第１の
位置情報と、前記先端近傍部の直後に位置するピクチャデータを示す情報である第２の位
置情報と、が記録されており、前記記録媒体に、前記複製部分と前記複製部分の再生区間
を特定する一時的区間情報との組みが記録されていなかった場合、前記ステータス情報は
、オフに設定されており、
　　前記複製部分は、前記第１の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成さ
れる終端近傍部と、前記第２の再生区間情報における所定数のピクチャデータで構成され
る先端近傍部とを複製することにより得られたピクチャデータの集まりであり、前記第１
の再生区間情報及び第２の再生区間情報は、前記ステータス情報がオンに設定されている
場合、前記第１の位置情報と前記第２の位置情報とを用いて、前記第１の再生区間情報に
おける所定数のピクチャデータで構成される終端近傍部以前の部分と、前記第２の再生区
間情報における所定数のピクチャデータで構成される先端近傍部以降の部分とを、前記一
時的区間情報における前記複製部分を経由して再生させる再生経路を再生装置に提示し、
前記ステータス情報がオフに設定されている場合、前記第１の再生区間情報に含まれる前
記終了位置情報と前記第２の再生区間情報に含まれる前記開始位置情報とを用いて、前記
複製部分を経由せずに前記第１の再生区間情報の再生区間及び前記第２の再生区間情報の
再生区間を順次再生させる再生経路を再生装置に提示する、ことを特徴としている。
【発明の効果】
【０００６】
　以上説明したように本発明に係る記録媒体は、上述したような構成を有しているので、
この複製部分に対して視覚効果上の様々な加工を施すことができる。編集に成功した場合
、フラグをオンに設定して、再生装置に先行再生区間における終端近傍部以前の部分と、
後続再生区間の先端近傍部以降の部分とを、複製部分を経由して再生させる。これにより
ユーザは自分が実施した編集成果を再生させて、悦に浸ることができる。
【０００７】
　編集に失敗した場合、編集が未完である場合は、フラグをオフに設定して先行再生区間
及び後続再生区間をそれぞれ再生させることにより、何事もなかったかのように、かって
指定した再生区間を再生させることができる。編集失敗時のリカバリーが確実なので、ユ
ーザは加工を伴う様々な編集技法にチャレンジする機会を増やすことができる。
　また複製する部位を先行再生区間の終端近傍部と、後続再生区間の先端近傍部に限って
いるので、複製に伴ってデータ量が倍増し、記録媒体がディスクフルになることもない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　（第１実施形態）
　以下、本発明に係る光ディスクの実施形態を、図面を参照しながら説明する。第１実施
形態に係る光ディスクは、相変化型光ディスクであり、DVD-VIDEO RECORDING規格に準じ
て、動画像データを記録することができるDVD-RAM,DVD-RW(以降"DVD"と略記する)である
ものとする。
【０００９】
　DVDには、図１に示すディレクトリやファイルが記録される。図１においてROOTディレ
クトリの直下にVIDEO_RTAV(RealTime Recording Audio Video)ディレクトリが配され、そ
の下に、1つのVOBが収録されるAVファイルと、各種管理情報が収録される管理ファイルと
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が配置される。図２（ａ）は、AVファイルに収録されるVOBの構成を段階的に詳細化した
図である。VOB(Video Object)は、ビデオストリーム、オーディオストリームを多重化す
ることにより得られたISO/IEC13818-1規格準拠のプログラムストリームであって、その終
端部にprogram_end_codeが付与されていないものをいう。本図において1段目に位置する
ビデオストリームは、複数のピクチャデータからなるピクチャデータの配列である。これ
らピクチャデータ列は、その2段目に示すように複数のGOPに分割される。GOP単位のピク
チャデータは、2KByte単位に複数に分割される。一方、1段目の右側に位置するオーディ
オストリームも、3段目に示すように約2KByte単位に複数に分割される。2KByteに分割さ
れたGOP単位のピクチャデータは、約2KByte単位に分割されたオーディオストリームとイ
ンターリーブ多重化されて、4段目に示すパック列を形成している。このようなパック列
は、5段目に示す複数のVOBU（Video Object Unit）を形成しており、6段目に示すVOBは複
数のVOBUが時系列に配列された構成を持つ。本図における破線に示す引き出し線は、下段
の論理フォーマットがその上段の論理フォーマット内のどの部分を詳細化したかを明確に
している。この表記に基づいて図中の破線を参照すると、5段目におけるVOBUは、4段目に
示したパック列に対応しており、更に2段目に示すGOP単位のピクチャデータに対応してい
る。
【００１０】
　破線に示した対応関係からも明らかなようにVOBUとは、その再生時間が約0.4秒～1.0秒
となるピクチャデータからなる少なくとも1つ以上のGOPと、このピクチャデータと共に多
重化されているオーディオデータを含む単位であり、MPEG規格におけるビデオパック－オ
ーディオパックを配列して構成されている。続いてGOPに含まれるピクチャデータについ
て説明する。図２（ｂ）は、GOPの内部構成を示す図である。ピクチャデータは、過去方
向および未来方向に再生されるべき画像との相関性を用いて圧縮されているBidirectiona
lly Predictive(B)ピクチャ、過去方向に再生されるべき画像との相関性を用いて圧縮さ
れているPredictive(P)ピクチャ、相関性を用いず、一フレーム分の画像内での空間周波
数特性を利用して圧縮されているIntra(I)ピクチャのうち何れかに変換される。ピクチャ
データは、約1/33秒というディスプレイの一表示期間(ビデオフレームとも呼ばれる。)に
て表示される。
【００１１】
　続いて管理ファイルについて説明する。図３は、管理ファイルの内部構成を示す図であ
る。図３に示すように管理ファイルは、M_AVFIテーブルと、PGCIテーブルとからなる。『
M_AVFI(Motion AV File Information)テーブル』は、VOBについての管理テーブルであり
、破線の引き出し線hy1に示すように、VOBについての属性情報『VOB STI(Stream Informa
tion)＃1・・・・＃K』と、『VOBI＃1・・・・＃L』とからなる。
【００１２】
　『VOB STI』は、各VOBに含まれるピクチャデータがどのようなビデオ属性を有している
か（コーディングモード、アスペクト比、NTSC／PAL、line21情報など）、各VOBに含まれ
るオーディオデータがどのようなオーディオ属性を有しているか（コーディングモード、
チャンネル数、周波数など）を示す。『VOBI(Video Object Information)』は、破線の引
き出し線hy2に示すように、VOBの種別『VOB_Type』、VOBを構成するビデオストリームの
先頭ピクチャデータの再生が開始される時刻を示す再生開始時刻『VOB_Start_PTM』、VOB
を構成するビデオストリームの最終ピクチャデータの再生が終了する時刻を示す再生終了
時間『VOB_End_PTM』、VOBの先頭の記録日時を示す記録日時情報『VOB_REC_TM』、VOB ST
I＃1・・・・＃Kのうち、このVOBに対応するものを矢印Pr1に示すように指定するポイン
タ『VOB_STIN』、そのVOBを構成する各VOBUについてのタイムマップ情報『TMAPI』から構
成される。TMAPIは、破線の矢印hy3に示すように『TMAP_GI』と、『TM_ENT＃1～＃S』と
、『VOBU_ENT＃1～＃T』とを含む。
【００１３】
　『VOBU_ENT』は、各VOBUに対応づけられた情報であり、破線の矢印hy4に示すように、
対応するVOBUにおいて先頭に位置するIピクチャのサイズ『1STREF_SZ』と、対応するVOBU
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の再生時間『VOBU_PB_TM』と、対応するVOBUのサイズ『VOBU_SZ』とを含む。『TM_ENT』
は、10秒置きのタイムエントリーの所在を示す情報であり、破線の矢印hy5に示すように
このタイムエントリーを含むVOBUを示す『VOBU_ENTN』と、VOBU_ENTNにより示されるVOBU
の先頭からタイムエントリーまでのオフセット時間を示す『TM_DIFF』と、VOBの先頭から
VOBU_ENTNにより示されるVOBUの先頭までのオフセットデータを示す『VOBU_ADR』とから
なる。
【００１４】
　『TMAP_GI』は、TMAPI全体を管理する情報であり、破線の矢印hy6に示すようにVOBに設
定されたタイムエントリーの個数を示す『TM_ENT_Ns』と、TMAPIに含まれるVOBU_ENTの個
数を示す『VOBU_ENT_Ns』と、VOB先頭から1つのタイムエントリーまでのオフセットを示
す『TM_OFS』と、AVファイルの先頭から、VOBの先頭までのオフセットを示す『ADR_OFS』
とを含む。
【００１５】
　図４は、TMAPIとVOBUとの関係を模式的に描いた図である。本図に示すように各VOBUの
再生時間と、VOBUのサイズとの対応は、VOBU_PB_TM(図中のPB_TM)と、VOBU_SZとの組みに
よりとられている。またTM_ENTにおけるTM_DIFFは、VOBUの再生開始から何秒後にタイム
エントリーに到達するかを示している。以上の構造をもったTMAPIにより、任意のタイム
コードに相当するVOBUがどれであるかを特定することができる。
【００１６】
　続いてPGCIテーブルについて説明する。PGCIテーブルは複数のPlaylist情報を含む。Pl
aylist情報(図３では"PLI"と略記している)は、CELL情報の配列であり、再生区間を順次
再生させるように再生装置に命じる再生リストである。CELL情報(図３では"CELLI"と略記
している)とは、ユーザによる仮編集操作に基づき、設定された再生区間を示すポインタ
情報である。仮編集では、再生区間の開始点(In点)、再生区間の終了点(Out点)を特定す
る操作が行われる。CELL情報は、対象となるVOBを示す『VOBI_SRP』と、そのVOBに含まれ
るピクチャデータのうちIn点となるピクチャデータを指定するタイムコードである『Cell
_Start_PTM』、そのVOBに含まれるVOBのうちOut点となるピクチャデータを指定するタイ
ムコード『Cell_End_PTM』とを含む。このタイムコードは、ピクチャデータの表示期間で
あるビデオフレームの時間精度を有しており、CELL情報は、このビデオフレームの時間精
度で表現されている。
【００１７】
　Playlist情報におけるCELL情報の順序は、再生区間の順序を意味する。つまりPlaylist
情報に、CELL情報＃1,＃2,＃3という順でCELL情報が格納されている場合、それらに対応
する再生区間＃1,＃2,＃3は、「＃1」,「＃2」,「＃3」という順序で再生されることにな
る。図５は、CELL情報＃x,＃x+1により再生区間がどのように特定されるかを模式的に示
す図である。図５に示すように、再生区間は、VOB－VOB情報－CELL情報という三階層から
なる階層構造にて定義される。ユーザが本図におけるCELL情報＃xに対して、再生区間＃x
のIn点、Out点を設定し、またCELL情報＃x+1に対して再生区間＃x+1のIn点、Out点を設定
したものとする。CELL情報＃xは、この再生区間＃xを特定するものである。このCELL情報
＃xにおけるVOBI_SRPは、矢印vy1に示すように、VOB情報＃xを介してVOB＃xを指定し、CE
LL情報＃xにおけるCell_Start_PTMは矢印vy2に示すように再生区間＃xのIn点を、CELL情
報＃xにおけるCell_End_PTMは、矢印vy3に示すように再生区間＃xのOut点を示している。
【００１８】
　一方CELL情報＃x+1は、この再生区間＃x+1を特定するものである。このCELL情報＃x+1
におけるVOBI_SRPは、矢印vy4に示すように、VOB情報＃x+1を介してVOB＃x+1を指定し、C
ELL情報＃x+1におけるCell_Start_PTMは矢印vy5に示すように再生区間＃x+1のIn点を、CE
LL情報＃x+1におけるCell_End_PTMは、矢印vy6に示すように再生区間＃x+1のOut点を示し
ている。プレイリスト情報は、このようなCELL情報の配列により、一本の編集成果物とし
て扱われることになる。
【００１９】
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　さて、CELL情報にて指定されるピクチャデータは、前後のピクチャデータとのフレーム
間相関性に基づきMPEG規格に従って圧縮符号化されたピクチャデータを多く含んでいる。
この圧縮符号化は、デコード時においてVOB(VOBU)を構成する全てのピクチャデータが先
頭から順次再生されるという想定の下に行われる。一方、図５のように2以上指定された
再生区間のうち先行するものの最後に位置するピクチャデータと、後続するものの先頭に
位置するピクチャデータとを連続して再生させることは、上述した当初の想定に反するも
のである。故に、プレイリスト情報により指定される複数再生区間の連続再生は困難とな
り、上述した先行再生区間及び後続再生区間の繋ぎめでは、動画像の途切れ等が多く現れ
る。再生区間が切り替わる度に、画像再生がいちいち途切れるので、プレイリスト情報に
て定義される編集成果物は、悪くいうなら、つぎはぎだらけの編集成果物となる。
【００２０】
　途切れを無くし完成度が高い編集成果物にみせるには、上述した繋ぎ目に対しては、何
等かの加工が要求される。再生区間の繋ぎめをスムーズに見せる加工手法には、シームレ
ス接続、フェードアウト接続、フェードイン接続、クロスフェード接続といった種別があ
る。図６（ａ）～図６（ｄ）は、複数種別の加工のそれぞれを説明するための図である。
尚、本明細書において、これらの加工が施される部位を『先行再生区間の終端近傍部』、
『後続再生区間の先端近傍部』というものとする。図６（ａ）～図６（ｄ）において、終
端近傍部はピクチャデータPC1～PC4といった4つのピクチャデータを含み、先端近傍部は
ピクチャデータPC5～PC8といった4つのピクチャデータを含むものとする。
【００２１】
　図６（ａ）は、シームレス接続を示す図であり、本図では先行再生区間の終端近傍部の
最後のピクチャデータPC4が再生されてから、一ビデオフレームに、後続再生区間の先端
近傍部の最初のピクチャデータPC5を表示させるという接続形態であり、見た目上再生の
途切れをなくす加工手法である。図６（ｂ）は、フェードアウト接続を示す。本図におい
て終端近傍部に属するピクチャデータの明度を、ピクチャデータPC1～PC3の順に落として
ゆき、ピクチャデータPC4を最低の明度で表示にした後、後続再生区間の先端近傍部のピ
クチャデータPC5を表示させるという接続形態である。
【００２２】
　図６（ｃ）は、フェードイン接続を示す図であり、本図において終端近傍部のピクチャ
データPC4を再生した後、先端近傍部のピクチャデータPC5を、最低の明度で表示し、その
後、ピクチャデータPC6～PC8の順に明度を上げながら表示してゆくという接続形態である
。図６（ｄ）は、クロスフェード接続を示す。終端近傍部に属するピクチャデータPC1～P
C4は、図６（ｂ）と同様に明度徐々に落としつつ表示してゆく。一方、先端近傍部に属す
るピクチャデータPC5～PC8は、図６（ｃ）と同様に明度を徐々にあげながら表示してゆく
。ピクチャデータPC1とピクチャデータPC5、ピクチャデータPC2とピクチャデータPC6、ピ
クチャデータPC3とピクチャデータPC7、ピクチャデータPC4とピクチャデータPC8というよ
うに、それぞれの合成画像を作成してゆき、ピクチャデータPC4が最低の明度で表示され
るべき時点で後続再生区間のピクチャデータPC8が現れるようにするのである。以上が2つ
の再生区間の繋ぎめをスムースに見せるための加工手法である。
【００２３】
　当然のことながら本明細書にいう加工とは、再生区間の繋ぎめをスムースに見せるとい
う視覚効果の実現のための加工以外にも、コンピュ－タ・グラフィックスやアニメーショ
ンの合成、テロップの追加等、VOBに対するデータ操作を伴うあらゆる処理を範疇に含む
。終端近傍部及び先端近傍部をどのように設定するかについて説明する。
　図７（ａ）～図７（ｂ）は、加工手法がシームレス接続である場合に、終端近傍部及び
先端近傍部をどのように設定するかを示す図である。図７（ａ）では、先行するVOB＃xの
うち先行再生区間のOut点を含むVOBU＃(Out)から、2個先のVOBUまでを終端近傍部として
おり、また後続するCELL情報＃x+1のうち後続再生区間のIn点を含むVOBUを先端近傍部と
している。
【００２４】
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　2個先のVOBUまでを再エンコードの対象するのは、オーディオデータとの同期再生を維
持するためである。ピクチャデータは他のピクチャデータとの相関性に基づき圧縮符号化
されている関係上、DVDから読み出された時点の直後に再生されるのではなく、後続する
ピクチャデータが再生されるのを待たねばならない場合が殆どである。そのためピクチャ
データがDVDから読み出されてから、再生されるまでの間再生装置内のバッファに格納さ
れており、このバッファでの格納期間は最大1秒になり得る。一方オーディオデータは、
再生装置内のバッファに格納されている期間がないか、あったとしても極めて短いので、
GOP内のピクチャデータは自身の読み出しから、1秒経過後にDVDから読み出されるオーデ
ィオデータと同期再生される場合がある。
【００２５】
　ピクチャデータの読み出しから、1秒以降にDVDから読み出されるオーディオデータは、
そのピクチャデータから見て、1,2個先のVOBUであることが多いので、あるVOBUに含まれ
るピクチャデータは、そのVOBUに後続する1,2個先のVOBUと依存関係を有してしまう。そ
のような依存関係があるので、再エンコードにあたっては2個先のVOBUまでを再エンコー
ドの対象としている。
【００２６】
　尚、終端近傍部及び先端近傍部をこのように定める根拠は、同出願人の先行技術米国特
許USP,6148,140公報により記載されているので、詳細に関してはこの公報を参照されたい
。また、シームレス接続の場合は、先行再生区間の連続長は所定長以上必要になる。これ
は、先行再生区間の連続長が短いと、先行再生区間の再生によりバッファに十分にデータ
が蓄積されないため、先行再生区間から後続再生区間にランダムアクセスにより生じるデ
ィスクシークの間にバッファのアンダーフローが生じるためである。
【００２７】
　一方フェードアウト接続、フェードイン接続、クロスフェード接続といった種別の加工
では図７（ａ）に示すように、図７（ｂ）に示したVOBUに加え、Out点を含むVOBUよりj個
手前にあるVOBUまでが終端近傍部であり、またIn点を含むVOBUよりk個後にあるVOBUまで
が先端近傍部になる。この個数j,kは、フェードイン接続・フェードアウト接続・クロス
フェード接続といった視覚効果が及ぶ範囲であり、どのように視覚効果を施したいかとい
うユーザの感性によっても左右する。つまり、流動的な個数といえる。終端近傍部と、先
端近傍部は、それぞれ相異なることが通例であるが、以降の説明では単純化を期すため、
終端近傍部は、Out点を含むVOBU＃(Out)のみとし、先端近傍部は、In点を含むVOBU＃(In)
のみとする。以上がVOBに対する加工の概要である。ここで留意すべきは、仮編集は、オ
リジナルのVOBに対する加工を一切行わないことを原則としているから、これらの加工技
術を直接適用することはできないという点である。
【００２８】
　そこで本実施形態ではVOBにおける先行再生区間の終端近傍部と、後続再生区間の先端
近傍部を複製しており、この複製部分が、加工のためにDVDに書き込まれている。図８は
、データ加工のために書き込まれた複製部分を示す図である。本図では、矢印Cy1,Cy2に
示すような複製が行われている。本図におけるVOB＃zは、先行再生区間の終端近傍部（Ou
t点を含むVOBU＃(Out)からその2個先のVOBUまで）の複製部分であり、VOB＃z+1は、後続
再生区間の先端近傍部(In点を含むVOBU＃(In))の複製部分である。
【００２９】
　これらのVOB＃z,＃z+1は、他のVOB同様、VOB情報＃z,＃z+1が設定され、またTemp_Cell
情報＃z、Temp_Cell情報＃z+1にて再生区間が指定される。図９は、VOB＃z,＃z+1ととも
にVOB情報＃z,＃z+1、Temp_Cell情報＃z,＃z+1が書き込まれたDVDを示す図である。本図
の矢印by1,by2に示すようにVOB情報＃z,＃z+1が、矢印by3,by4に示すようにTemp_Cell情
報＃z、Temp_Cell情報＃z+1が書き込まれていることがわかる。このことから複製部分は
、VOB－VOB情報－CELL情報という三階層からなる階層構造にて再生区間が定義されるので
ある。これらのVOB＃z,＃z+1が他のVOBと異なるのは、"Temp_Cell情報"という、特殊なタ
イプのセル情報にて指定されている点である。Temp_Cell情報とは、Playlist情報におい
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てある先行するCELL情報により指定される先行再生区間と、後続するCELL情報により指定
される後続再生区間との間に、リンクして再生すべき再生区間を指定するCELL情報である
。Temp_Cell情報＃z,＃z+1により指定されたVOB＃z,＃z+1は、それぞれ加工され得る複製
部分であるから、Temp_Cell情報にてこれらVOB＃z,＃z+1を指定させることで、先行再生
区間＃xの再生終了後、後続再生区間＃x+1の再生開始前に、加工され得る複製部分を再生
させることができる。
【００３０】
　続いてTemp_Cell情報のデータ構造と、Temp_Cell情報が設定されている場合のCELL情報
のデータ構造とを図１０を参照しながら説明する。図１０は、第１実施形態に係るプレイ
リスト情報ののCELL情報のデータ構造を示す図であり、図１１は、図１０に示したCELL情
報、Temp_Cell情報にてVOBがどのように指定されるかを模式的に示す図である。図１０に
おけるプレイリスト情報の内部構成と、図３に示したプレイリスト情報との差違部分を、
太枠wk1,wk2,wk3に示す。図１０においてプレイリスト情報は、図３に示したCELL情報＃1
～＃Nに加え、太枠wk1に示すTemp_Cell情報＃1～＃M(図中では、Temp_CellIと略記してい
る)を含む。太枠wk3に示すように、Temp_Cell情報は、対応するVOBを示す『VOBI_SRP』と
、VOBにおける再生区間の開始点を示す『Cell_Start_PTM』と、VOBにおける再生区間の終
了点を示す『Cell_End_PTM』と、このTemp_Cell情報に後続すべきTemp_Cell情報を示す『
Temp_Cell_SRP』とからなる。Temp_Cell_SRPは、図１１の矢印yp1に示すVOB＃zからVOB＃
z+1へのリンクを指定する。
【００３１】
　またTemp_Cell情報におけるCell_Start_PTM、Cell_End_PTMがどのように設定されるか
は、図１１の矢印cy1,cy2,cy3,cy4の通りである。Temp_Cell情報＃zにおけるCell_Start_
PTMは、図１１の矢印cy1に示すようにVOB＃zの先頭のピクチャデータを指定しており、Ce
ll_End_PTMは、矢印cy2に示すようにユーザにより指定されたOut点と同じピクチャデータ
を指定している。Temp_Cell情報＃z+1におけるCell_End_PTMは、矢印cy3に示すようにVOB
＃z+1の最後のピクチャデータを指定しており、Cell_Start_PTMは、矢印cy4に示すように
ユーザにより指定されたIn点と同じピクチャデータを、VOB＃z+1に対して指定している。
VOB＃z,＃z+1は、本来先行再生区間の終端近傍部の複製部分及び後続再生区間の先端近傍
部の複製部分であるので、Temp_Cell情報＃zのCell_End_PTMは、CELL情報＃xのCell_End_
PTMと同じピクチャデータを、Temp_Cell情報＃z+1のCell_Start_PTMは、CELL情報＃x+1の
Cell_Start_PTMにて指定されているピクチャデータと同じピクチャデータを、指定してい
るのである。
【００３２】
　続いて図１０におけるCELL情報のデータ構造について説明する。図１０のCELL情報にお
いて『VOBI_SRP』、『Cell_Start_PTM』、『Cell_End_PTM』が設定されている点は図３と
同様である。異なるのは、太枠wk3で囲んだ部分であり、『Trimming_Start_PTM』、『Tri
mming_End_PTM』、『Temp_Cell_SRP』、『Effect_Type』、『Temp_Cell_FLAG』が設定さ
れている点が、図３に示したCELL情報との差違である。
【００３３】
　『Temp_Cell_SRP』は、Temp_Cell情報を経由する際に、経由先Temp_Cell情報を示すポ
インタ情報である。このTemp_Cell_SRPにより、図１１におけるCELL情報＃xからTemp_Cel
l情報＃zへのリンクsy1が明示的に指定されるのである。Temp_Cell情報への経由をTemp_C
ell_SRPによるリンク関係で規定しているのは、Temp_Cell情報により指定される複製部分
(VOB＃z及びVOB＃z+1)が、加工により1つのVOBに統合されたり、3つ以上に分割されると
いう可能性を踏まえているからである。例えばVOB＃z+1がVOB＃zに統合された場合、Temp
_Cell情報＃zにおけるCell_Start_PTM、Cell_End_PTMにて新たなVOB＃zの全体を網羅でき
るよう更新し、Temp_Cell情報＃z+1に含まれるTemp_Cell_SRPを削除すればよい。
【００３４】
　またVOB＃z+1をVOB＃z+1、VOB＃z+2に分割した場合、Temp_Cell情報＃z+1をTemp_Cell
情報＃z+1,＃z+2に分割する。VOB＃z+1における再生区間をTemp_Cell情報＃z+1にて指定
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し、VOB＃z+2における再生区間をTemp_Cell情報＃z+2に指定させて、これらTemp_Cell情
報＃z+1,＃z+2間のリンクをTemp_Cell_SRPにて規定すればよい。統合・分割の可能性があ
る複製部分のVOBが、リンク関係が規定されたTemp_Cell情報にて指定されているので、複
製部分の統合・分割がなされた場合は、Temp_Cell情報さえ更新すればよくCELL情報を更
新する必要はない。よって加工時の更新の手間が最小限に抑えられる。
【００３５】
　『Trimming_Start_PTM』は、先端近傍部直後に位置するピクチャデータを指すタイムコ
ードである。『Trimming_End_PTM』は、終端近傍部直前に位置するピクチャデータを指す
タイムコードである。Trimming_Start_PTM、Trimming_End_PTMを設けているのは、Temp_C
ell情報を経由する際、同じ内容が重複して再生されることを避けるためである。つまりC
ELL情報＃xのCell_End_PTMは複製部分の終端近傍部におけるOut点を、CELL情報＃x+1のCe
ll_Start_PTMは、先端近傍部の複製部分のIn点を指定しているから、ユーザにより指定さ
れたOut点、In点は、CELL情報、Temp_Cell情報により二重に指定される。これでは終端近
傍部の先頭からOut点まで、及び、In点から先端近傍部の末尾までが二重に再生されてし
まう。そこでTrimming_End_PTM及びTrimming_Start_PTMにより、先端近傍部直後に位置す
るピクチャデータと、終端近傍部直前に位置するピクチャデータとを指定させているので
ある。図１１においてCELL情報＃xのCell_End_PTMは、破線bs1の範囲を指定している。一
方CELL情報＃xのTrimming_End_PTMは、矢印gy1に示すように終端近傍部の直前に位置する
VOBU＃(PreEdge)の最終ピクチャデータを指定している。同じくCELL情報＃x+1のCell_Sta
rt_PTMは、破線bs2の範囲を指定している。一方CELL情報＃x+1のTrimming_Start_PTMは、
矢印gy2に示すように先端近傍部の直後に位置するVOBU＃(PostEdge)の先頭ピクチャデー
タを指定している。このような直前・直後の指定により、Temp_Cell情報を経由して再生
を行う場合であっても、重複再生は避けられることになる。
【００３６】
　以上のように、図１０のデータ構造では、Temp_Cell情報の経由を行わない場合は、Cel
l_End_PTM、Cell_Start_PTMに基づき、破線bs1,b2で示す終端近傍部と、先端近傍部を包
含するように先行再生区間及び後続再生区間の全体の再生を行う。Temp_Cell情報への経
由を行う場合は、Trimming_End_PTM、Trimming_Start_PTMに基づき、先行再生区間の終端
近傍部直前まで、後続再生区間の先端近傍部以降の再生を行う旨を示すのである。
【００３７】
　『Effect_Type』は、どのような視覚効果を実現するための加工が、Temp_Cell情報によ
り指定されるVOBに対して施されているかを示す。ここでの視覚効果のタイプには、先に
述べたシームレース接続、フェードイン接続・フェードアウト接続・クロスフェード接続
でといったものがある。『Temp_Cell_FLAG』は、「0(オフ)」に設定されることにより、T
emp_Cell情報を経由することなく直接後続するCELL情報に移行する旨を示し、「1(オン)
」に設定されることにより、Temp_Cell情報を経由した上で後続するCELL情報に移行する
旨を示す。Temp_Cell_FLAGが「0」に設定される具体的なケースとしては、複製部分を書
き込むだけの空き領域をDVD上に確保できなかった場合(1)、複製部分を書き込むことがで
き再エンコード等の加工を行ったが、その結果が芳しくなく、再生させたくない場合(2)
等が挙げられる。逆にTemp_Cell_FLAGが「1」に設定される具体的なケースとしては、複
製部分に対する加工に成功し、その加工が施された複製部分を指定するTemp_Cell情報に
、経由したい場合等がある。
【００３８】
　Temp_Cell_FLAGが存在することにより、Temp_Cell情報を経由するか否かの切り換えを
容易に行うことができる。図１２は、図９の一例に準じて、図１０に示すCELL情報及びTe
mp_Cell情報を設定する場合の一例を示す図である。CELL情報＃xのTemp_Cell_SRPは矢印s
y1に示すようにTemp_Cell情報＃zを、Temp_Cell情報＃zのTemp_Cell_SRPは矢印yp1に示す
ようにTemp_Cell情報＃z+1を示している。CELL情報＃xのTrimming_End_PTMは、矢印gy1に
示すようにVOBU＃(PreEdge)の最後に位置するピクチャデータを、CELL情報＃x+1のTrimmi
ng_Start_PTMは、矢印gy2に示すようにVOBU＃(PostEdge)の先頭に位置するピクチャデー
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タをそれぞれ示している。Temp_Cell情報＃zのCell_Start_PTMは、矢印cy1に示すようにV
OB＃zの先頭に位置するピクチャデータを、Temp_Cell情報＃zのCell_End_PTMは矢印cy2に
示すようにVOB＃zのOut点を、VOB＃z+1のCell_Start_PTMは、矢印Cy4に示すようVOB＃z+1
のIn点を、VOB＃z+1のCell_End_PTMは矢印cy3に示すようにVOB＃z+1の末尾を示している
。Temp_Cell_FLAGは、矢印sy1,yp1,sy2という経路で再生を行うか、或は矢印ty0に示すよ
うにCELL情報＃xからCELL情報＃x+1にダイレクトに再生を行うかを示す。
【００３９】
　以上のように本実施形態によれば、先行再生区間の終端近傍部及び後続再生区間の先端
近傍部を複製した上で、その複製部分を加工のためにDVDに書き込んでおくので、仮編集
の原則を維持しつつも、この複製部分に対して視覚効果上の様々な加工を施すことができ
る。編集に成功した場合、CELL情報におけるTemp_Cell_FLAGをオンに設定して、複製部分
を経由して再生させる。そうするとプレイリスト情報により指定された再生区間列は、再
生の途切れ無しに、スムーズに再生されることになり、ユーザは悦に浸ることができる。
【００４０】
　編集失敗時のリカバリーも確実なので、フェードイン、フェードアウト、クロスフェー
ド等の編集技法にチャレンジする機会を増やすことができる。
　（第２実施形態）第２実施形態は、仮編集を行い第１実施形態に示したデータ構造のCE
LL情報、Temp_Cell情報をDVDに得る記録装置に関する。図１３は、記録装置の内部構成を
示す図であり、記録装置はシステム制御部１、ディスクドライブ２、MPEGデコーダ３、信
号出力部４、トラックバッファ５及びユーザインターフェイス部６からなり、システム制
御部１は、アドレス・タイムコード変換部７、プレイリスト書込制御部８を含む。
【００４１】
　システム制御部１は、再生を行うべき点(Play点)の指定を操作者から受け付け、Play点
が指定されれば、VOBに含まれるVOBUのうちどのVOBUがこのPlay点を包含するか、更にこ
のVOBUに含まれる複数のピクチャデータのうち、どれがPlay点に対応するかをTMAPIを参
照して特定する。特定されたVOBUを読み出すようディスクドライブ２を指示し、読み出さ
れたVOBUにおいてPlay点により指定されたピクチャデータのみを表示するようMPEGデコー
ダ３に指示する。Play点が2つ指定され、それらが再生区間の開始点(In点)、再生区間の
終了点(Out点)として特定された場合には、再生区間を特定するCELL情報を含むプレイリ
スト情報をDVDに書き込む。
【００４２】
　ディスクドライブ２は、DVDを装填し、アクセスする装置であり、ピクチャデータの再
生時にはそのピクチャデータを含むVOBUを読み出してMPEGデコーダに投入する。MPEGデコ
ーダ３は、ピクチャデータの再生が指示された場合、ディスクドライブ２によりDVDから
読み出されたVOBUをデコードし、非圧縮のピクチャデータを得る。
　信号出力部４は、MPEGデコーダ３のデコードにより得られた非圧縮のピクチャデータを
映像信号に変換してテレビなどに出力する。トラックバッファ５は、ディスクドライブ２
によるDVDからのVOBUの読み出し速度と、MPEGデコーダ３によるピクチャデータのデコー
ド速度との速度差を吸収するためのバッファである。このバッファのオーバーフロー又は
アンダーフローが生じない限り、複数のピクチャデータの連続再生が可能となる。
【００４３】
　ユーザインターフェイス部６は、Play点、In点、Out点を特定する操作を対話画面を介
して受け付ける。図１４は、仮編集処理に用いられる対話画面の一例を示す図である。本
図に示すように、対話画面は、レールgu1、スライドバーgu2、再生ウィンドゥgu3、INボ
タンgu4、OUTボタンgu5、区間特定ボタンgu6、In点In点サムネールgu7、Out点サムネール
gu8、終了ボタンgu9を含む。スライドバーgu2は、ユーザのカーソルキーの操作に応じて
レールgu1上を移動する。スライドバーgu2の位置が確定されれば、レールgu1におけるス
ライドバーgu2の位置を、システム制御部１はPlay点として解釈する。例えばVOBが2時間
であり、スライドバーgu2の位置がこのレールgu1上の丁度中間付近で確定された場合、VO
B先頭から1時間が経過した時点をPlay点として解釈する。
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【００４４】
　再生ウィンドゥgu3は、Play点に存在するピクチャデータが表示される。INボタンgu4、
OUTボタンgu5は、In点、Out点の設定操作を受け付けるボタンであり、区間特定ボタンgu6
は、再生区間の特定処理の実行操作を受け付けるボタンである。In点サムネールgu7、Out
点サムネールgu8は、In点、Out点として設定された部分に位置するピクチャデータのサム
ネールを表示するウィンドゥ、終了ボタンgu9は、仮編集の終了操作を受け付けるボタン
である。
【００４５】
　アドレス・タイムコード変換部７は、タイムコードからAVファイル内のVOBUのアドレス
を特定するものである。タイムコードには、Play点、再生区間のIn点、Out点を指定する
ものがあり、アドレス・タイムコード変換部７はこれらがユーザにより設定された際、こ
れがどのVOBUに含まれ、そのVOBUのどのピクチャデータにタイムコードが対応するかをTM
APIを参照して特定するものである。図１５～図１７は、アドレス・タイムコード変換部
７がタイムコードからVOBUのアドレスを特定する過程を示す図である。以降In点を一例に
して、この特定の過程について説明を行う。図１５に示すように、VOB先頭からの相対時
刻TxにてIn点が指定されると、図１６に示すように下記の式１を満たすx,y,zを求め、x,y
を以下の式２に適用して、図１７に示すようにVOBU＃iのアドレスを求める。こうして求
められたアドレスから、VOBUをDVDから読み出させ、このVOBUの再生開始時刻から時間zが
経過する際に現れるピクチャデータの再生をシステム制御部１が命じれば、In点に相当す
るピクチャデータが表示されることになる。
【００４６】
　(式１)In点のタイムコードTx=10秒×x-TM_ENT＃x+1のTM_DIFF+TM_OFS+(VOBU_PB_TM)×y
+z（式２）
　VOBU＃iのアドレス＝ADR_OFS+TM_ENT＃x+1のVOBU_ADR+VOBU_SZ×yプレイリスト書込制
御部８は、ユーザによる対話操作に基づいてプレイリスト情報をDVDに書き込む構成要素
であり、その実体は図１８及び図１９のフロ－チャ－トの処理手順を実現するプログラム
である。以降、本フロ－チャ－トを参照しながら、プレイリスト書込制御部８による処理
手順について説明する。本記録装置が起動されると、ステップＳ１～ステップＳ４のルー
プ処理に移行する。本ループ処理は、スライドバーgu2、INボタンgu4、OUTボタンgu5、区
間特定ボタンgu6、処理終了ボタンgu9が指定されるのを待つものである。スライドバーgu
2が指定されると、ステップＳ１からステップＳ５に移行してスライドバーgu2の移動操作
がなされるのを待つ。スライドバーgu2の移動操作がなされると、ステップＳ６において
、その移動操作に応じて、スライドバーgu2を移動する。以降、ユーザによるスライドバ
ーgu2の移動操作が継続している間、ステップＳ５～ステップＳ６により、スライドバーg
u2が左右の方向に移動することになる。スライドバーgu2に対する移動操作が中断すれば
、ステップＳ５がNoになってステップＳ７に移行し、レールgu1左端を基点としたスライ
ドバーgu2の相対位置に基づき、タイムコードを生成し、このタイムコードをPlay点とす
る。ここで、編集の対象となるCellが1.5時間長であるとすると、レールgu1左端を00時00
分00.00秒、レールgu1右端を01時30分00.00秒と考え、このレールgu1におけるスライドバ
ーgu2の位置を時分秒で表す。ここでレールgu1の中間位置にスライドバーgu2が存在する
ものとすると、00時45分00.00秒がPlay点となる。
【００４７】
　その後、タイムコードにて特定されるピクチャデータを再生ウィンドゥgu3に表示する
。これにより、スライドバーgu2の移動操作にて、再生区間内の任意のPlay点が指定され
ることになる。その後ステップＳ１～ステップＳ４からなるループ処理に移行する。スラ
イドバーgu2に対する移動操作にて、所望のPlay点が指定されなかった場合、ステップＳ
１においてユーザはスライドバーgu2を再度指定し、ステップＳ５～Ｓ６において、移動
操作を再度行うことにより、Play点の位置の微調整を行う。
【００４８】
　微調整を経て操作者が所望するPlay点が指定され、INボタンgu4が押下されたものとす
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る。この場合、ステップＳ８において、Play点をIn点として指定し、ステップＳ９では、
レールgu1においてIn点として指定された位置に▽マークを表示する。ステップＳ１０で
は、In点を示すタイムコードを時:分:秒の表記で表示し、ステップＳ１１ではIn点におけ
るピクチャデータのサムネールをIn点サムネールgu7に表示する。以上の過程を経て、In
点が設定されることになる。In点が設定された後、スライドバーgu2が指定され、このス
ライドバーgu2を移動する操作が再度行われて、OUT設定ボタンが指定されれば、In点と同
様の手順を経てOut点が設定される。
【００４９】
　以上の過程を経てIn点、Out点が設定されれば、再生区間が確定されたことになる。そ
の後ステップＳ１～ステップＳ４のループ処理に移行し、区間特定ボタンgu6が指定され
たとする。区間特定ボタンgu6が指定されれば、ステップＳ３がYesになって、ステップＳ
１２に移行する。ステップＳ１２では、対象となるVOBをVOBI_SRPに、In点をCell_Start_
PTMに指定し、Out点をCell_End_PTMに指定したCell情報を生成する。以上の図１８の処理
が繰り返しなされ、CELL情報がn個生成されたものとする。その後、処理終了ボタンgu9が
押下されれば、図１８の処理を終了して図１９のフロ－チャ－トに移行する。
【００５０】
　図１９のフローチャートは、ステップＳ１３～ステップＳ３３の処理を、CELL情報＃1
～＃n-1について繰り返すループ構造になっている(ステップＳ３４、ステップＳ３５)。
このフローチャートにおいて、処理対象となるCELL情報をCELL情報＃xとし、プレイリス
ト情報の内部においてこれに後続するCELL情報をCELL情報＃x+1とする。ステップＳ１３
において再生区間＃xのOut点たるピクチャデータを含むVOBU＃(Out)を特定し、再生区間
＃x+1のIn点となるピクチャデータを含むVOBU＃(In)を特定する。ステップＳ１４におい
て視覚効果タイプの指定を受け付けてから、ステップＳ１５において視覚効果タイプに応
じて、VOBU＃(Out)を基準にした再生区間＃xの終端近傍部を特定し、ステップＳ１６にお
いてVOBU＃(In)を基準にした再生区間＃x+1の先端近傍部を特定する。視覚効果のタイプ
に基づき終端近傍部及び先端近傍部を特定するのは、加工すべき部分が、視覚効果の態様
毎に異なる場合があるという理由による。フェードイン接続・フェードアウト接続・クロ
スフェード接続といった視覚効果を施す場合は、加工範囲を自動的に設定するより、対話
操作にて加工を行う範囲をユーザに指定させるのが望ましい。終端近傍部と、先端近傍部
が特定されれば、ステップＳ１７において、先端近傍部と終端近傍部とを足し合わせたサ
イズがDVDの所定のサイズを上回るか否かを判定する。これは本実施形態に係る仮編集は
、複製部分の記録を伴うので、DVDの空き領域が少ない場合に、DVDがディスクフルになっ
てしまうことを避けるためである。所定サイズを定めるにあたっての基準としては、例え
ばDVDの空き領域から5～10VOBUのデータサイズを引いた値が望ましい。ステップＳ１７が
Yesと判定された場合、ステップＳ１８においてCell情報＃1～＃nのTemp_Cell_FLAGを「0
」に設定して本フローチャートの処理を終了する。
【００５１】
　ステップＳ１７がNoと判定された場合は、ステップＳ１９において再生区間＃xの終端
近傍部と、再生区間＃x+1の先端近傍部とを複製し、複製部分をVOB＃z,＃z+1としてDVDに
書き込む。その後、ステップＳ２０においてVOB情報＃z,＃z+1、及び、Temp_Cell情報＃z
,＃z+1を生成してDVDに書き込む。このステップＳ２０の処理を経た状態が、第１実施形
態に示した図９である。
【００５２】
　ステップＳ２１～ステップＳ２４では、CELL情報に対する設定を行う。ステップＳ２１
では、終端近傍部の一ビデオフレーム前のピクチャデータを指定するTrimming_End_PTMを
Cell情報＃xに設定し、ステップＳ２２では、先端近傍部の一ビデオフレーム後のピクチ
ャデータを指定するTrimming_Start_PTMをCell情報＃x+1に設定する。これらのステップ
により、図１１の矢印gy1に示すように、VOBU＃(PreEdge)の末尾のピクチャデータがTrim
ming_End_PTMにて指定され、矢印gy2に示すように、VOBU＃(PostEdge)の先頭のピクチャ
データがTrimming_Start_PTMにて指定される。ステップＳ２３においてCell情報＃xのTem
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p_Cell_FLAGを「1」に設定する。ステップＳ２４においてCELL情報＃xのTemp_Cell_SRPに
てTemp_Cell情報＃zを指定する。これにより、図１１の矢印sy1に示すようなリンクが形
成される。以上の処理を経て、図９に示したCELL情報がDVDに得られることになる。
【００５３】
　続くステップＳ２５～ステップＳ２９では、Temp_Cell情報＃zに対する処理を行う。即
ち、ステップＳ２５では、Temp_Cell情報＃zのVOBI_SRPNを、VOB＃zに設定し、ステップ
Ｓ２６ではTemp_Cell情報＃zのCell_Start_PTMを、VOB＃zの先頭ピクチャデータに設定す
る。ステップＳ２７においてTemp_Cell情報＃zのCell_End_PTMに、再生区間＃xのOut点を
設定する。これにより、図１１の矢印cy1,cy2に示すような、Temp_Cell情報＃zからVOB＃
zへの参照関係が成立する。ステップＳ２８においてTemp_Cell情報＃zのTemp_Cell_SRPに
てTemp_Cell情報＃z+1を指定する。これにより矢印yp1に示すようなTemp_Cell情報＃zか
らTemp_Cell情報＃z+1へのリンクが成立する。その後、ステップＳ２９においてTemp_Cel
l情報＃zのEffect_Typeを設定する。
【００５４】
　続くステップＳ３０～ステップＳ３３では、Temp_Cell情報＃z+1に対する処理を行う。
ステップＳ３０においてTemp_Cell情報＃z+1のVOBI_SRPNに、VOB＃z+1を設定し、ステッ
プＳ３１においてTemp_Cell情報＃z+1のCell_Start_PTMに、再生区間＃x+1のIn点を、ス
テップＳ３２においてTemp_Cell情報＃z+1のCell_End_PTMに、VOB＃z+1の末尾を設定する
。これにより、図１１の矢印cy3,cy4に示すような、Temp_Cell情報＃z+1からVOB＃z+1へ
の参照関係が成立する。その後、ステップＳ３３においてTemp_Cell情報＃zのEffect_Typ
eを設定する。
【００５５】
　以上説明したように本実施形態によれば、対話画面を介したユーザフレンドリィな操作
環境で第１実施形態に示したDVDを得ることができるので、第１実施形態に示したDVDを利
用する機会を増やすことができる。
　（第３実施形態）第３実施形態は、第１実施形態に示したデータ構造にてCELL情報及び
Temp_Cell情報が記録されたDVDについての再生装置に関する。図２０は、第３実施形態に
係る再生装置の内部構成を示す図である。本図に示すように第３実施形態に係る再生装置
は、第２実施形態に示した記録装置の内部構成をベースにしており、共通している構成要
素には共通の参照符号を付して説明を省略する。異なるのは、システム制御部１内にプレ
イリスト再生制御部９が追加されている点である。
【００５６】
　また第３実施形態におけるMPEGデコーダ３は、プレイリスト情報に基づく再生を行うべ
くトリミング処理を行う。トリミング処理とは、再生区間のIn点、Out点の指定をプレイ
リスト再生制御部９から受け付け、出力される複数画像のうち、In点からOut点までの範
囲に属するもののみの非圧縮ピクチャデータの出力を行い、範囲外に属する画像について
は非圧縮ピクチャデータの出力を行わないという、再生範囲の制限動作である。
【００５７】
　第３実施形態において新規に追加されたプレイリスト再生制御部９は、光ディスクに記
録されたプレイリスト情報に基づき、再生制御を行う構成要素であり、その実体は図２１
及び図２２に示すフロ－チャ－トの処理手順を実現するプログラムである。図２１及び図
２２のフロ－チャ－トを参照しながら、プレイリスト再生制御部９の処理手順について説
明する。本フローチャートは、ステップＳ４０においてCELL情報＃1～＃n及びTemp_Cell
情報＃1～＃mを含むPLIをDVDから読み出して装置内部に保持する。以降、ステップＳ４１
～ステッステップＳ６１の処理を、CELL情報＃1～＃n-1について繰り返す（ステップＳ６
２、６３）。この繰り返し処理において、処理対象となるCELL情報をCELL情報＃xとし、
これに後続するCELL情報をCELL情報＃x+1とする。ステップＳ４１は、CELL情報＃xにおけ
るTemp_Cell_FLAGが「0」であるか否かを判定するステップであり、「0」であるなら、ス
テップＳ４２においてCELL情報＃xのVOBI_SRPN及びCell_Start_PTMに基づき、再生区間＃
xにおいてIn点を含むVOBU＃(In)を特定し、ステップＳ４３においてCELL情報＃xのVOBI_S
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RPN及びCell_End_PTMに基づき、再生区間＃xにおいてOut点を含むVOBU＃(Out)を特定する
。
【００５８】
　ステップＳ４４においてVOBU＃(In)からVOBU＃(Out)までを読み出して、MPEGデコーダ
３に投入し、ステップＳ４５において出力画像のIn点からOut点までのトリミング処理をM
PEGデコーダ３に指示する。図２３は、ステップＳ４４により指定された読出範囲と、ス
テップＳ４５により指定された再生範囲とを示す図である。本図における読出範囲ym1は
、終端近傍部の末尾までを指定しているのに対し、再生範囲ym2は、この読出範囲ym1にお
けるOut点までを指定している。同じく、本図における読出範囲ym3は、先端近傍部の先頭
からの読み出しを指定しているのに対し、再生範囲ym4は、この読出範囲ym3におけるIn点
以降を指定している。
【００５９】
　一方、Temp_Cell_FLAGが「1」であると判定された場合、ステップＳ４６において先行
する再生区間が有るか否かの判定を行う。先行再生区間が無い場合は、ステップＳ４７に
おいてCELL情報＃xのVOBI_SRPN及びCell_Start_PTMに基づき、再生区間＃xにおいてIn点
を含むVOBU＃(In)を特定する。一方、先行再生区間がある場合は、ステップＳ４８におい
て再生区間＃x+1の先端近傍部直後に位置するVOBU＃(PostEdge)を、CELL情報のVOBI_SRPN
、Trimming_Start_PTMに基づき特定する。
【００６０】
　特定後、ステップＳ４９において再生区間＃xの終端近傍部直前に位置するVOBU＃(PreE
dge)を、CELL情報のVOBI_SRPN、Trimming_End_PTMに基づき特定する。ステップＳ５０に
おいてVOBU＃(In)又はVOBU＃(PostEdge)から、VOBU＃(PreEdge)までを読み出して、MPEG
デコーダ３に投入する。図２４は、ステップＳ５０により指定された読出範囲と、ステッ
プＳ５０により指定された再生範囲とを示す図である。本図における読出範囲yt1及び再
生範囲yt2は、VOBU＃(PreEdge)の末尾までを指定していることがわかる。
【００６１】
　続いて、ステップＳ５１においてCELL情報＃xのTemp_Cell_SRPにて指定されるTemp_Cel
l情報＃zを読み出し、ステップＳ５２においてTemp_Cell情報＃zのVOB情報-SRPNにより、
再生区間＃xの終端近傍部の複製部分に対応するVOB＃zを特定する。ステップＳ５３にお
いてTemp_Cell情報＃zのCell_End_PTMをOut点に設定し、ステップＳ５４においてVOB＃z
を読み出してMPEGデコーダ３に投入する。投入後、ステップＳ５５においてVOB＃z先頭の
ピクチャデータから、Out点にて指定されるピクチャデータまでのトリミング指示を行う
。図２４における矢印yp1は、ステップＳ５４により特定される読出範囲を示し、矢印yp2
は、ステップＳ５５により特定される再生範囲を示す。読出範囲yp1は、VOB＃z全体を指
定しているのに対し、再生範囲yp2は、この読出範囲yp1におけるOut点までを指定してい
る。これにより、画像出力は、CELL情報のOut点までに制限されるのである。
【００６２】
　ステップＳ５６にて Temp_Cell情報＃zのTemp_Cell_SRPによる指定が存在するか否かの
判定を行う。存在する場合には、ステップＳ５７において Temp_Cell情報＃zのTemp_Cell
_SRPにて指定されるTemp_Cell情報＃z+1を読み出し、ステップＳ５８においてTemp_Cell
情報＃z+1のVOBI_SRPNにより、 再生区間＃x+1の先端近傍部の複製部分に対応するVOB＃z
+1を特定する。ステップＳ５９においてTemp_Cell情報＃z+1のCell_Start_PTMをIn点に指
定し、ステップＳ６０において VOB＃z+1を読み出して MPEGデコーダ３に投入する。ステ
ップＳ６１において出力画像のうち、In点にて指定されるピクチャデータから、VOB＃z+1
の末尾までのトリミング指示を行う。図２０における矢印hp1は、ステップＳ６０により
特定される読出範囲を示し、矢印hp2は、ステップＳ６１により特定される再生範囲を示
す。読出範囲hp1は、VOB＃z+1全体を指定しているのに対し、再生範囲hp2は、この読出範
囲hp1におけるIn点から末尾までを指定している。これにより、画像出力は、後続再生区
間のIn点以降に制限されるのである。
【００６３】



(17) JP 4478193 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

　以上のように本実施形態によれば、Cell情報におけるTemp_Cell_FLAGに応じた再生を既
存の再生装置に行わせることにより、第１実施形態に示したDVDを利用する機会を増やす
ことができる。
　（第４実施形態）第４実施形態は、ハードディスク(HD)アレイを利用して動画データに
対するノンリニア編集を実現する記録装置に関する。図２５は、第４実施形態に係る記録
装置の内部構成を示す図である。本図に示す記録装置は、図２０に示した再生装置の内部
構成をベースにしており、共通している構成要素には共通の参照符号を付して説明を省略
する。図２０と比較して図２５に示す記録装置が新規な点は、HDアレイ１０(終端格納部
１１、先端格納部１２、編集結果格納部１３を含む)、半導体メモリ１５(終端側フレーム
メモリ１６、先端側フレームメモリ１７、編集結果フレームメモリ１８を含む)、ノンリ
ニア編集部１９、MPEGエンコーダ２０を具備していること(1)、プレイリスト書込制御部
８がプレイリスト書込制御部１４に置き換えられていること(2)である。
【００６４】
　HDアレイ１０は、DVDより高速アクセスが可能なディスク装置であり、終端格納部１１
、先端格納部１２、編集結果格納部１３を備える。先端近傍部と、終端近傍部をHDアレイ
１０に格納させているは、ノンリニア編集には、通常のハードディスクの４倍速等、高速
データ転送が要求されるからである。プレイリスト書込制御部１４は、第１実施形態に示
したプレイリスト書込制御部８をベースにした構成要素であるが、終端近傍部及び先端近
傍部を特定した後の動作がプレイリスト書込制御部８とは異なる。つまり図１９のステッ
プＳ１５～ステップＳ１６の処理により終端近傍部及び先端近傍部が特定されれば、終端
近傍部及び先端近傍部を構成するピクチャデータを読み出してMPEGデコーダ３にデコード
させる。終端近傍部と、先端近傍部を構成するピクチャデータが非圧縮ピクチャデータに
変換されれば、終端近傍部を構成する非圧縮のピクチャデータをHDアレイ１０における終
端格納部１１に書き込み、先端近傍部を構成する非圧縮のピクチャデータを先端格納部１
２に書き込んでゆく。以上の処理により、VOB＃z、VOB＃z+1を構成するピクチャデータは
、非圧縮の状態でHDアレイ１０内に格納されることになる。
【００６５】
　半導体メモリ１５は、終端側フレームメモリ１６、先端側フレームメモリ１７、編集結
果フレームメモリ１８を含む。終端側フレームメモリ１６には、終端格納部１１に格納さ
れている終端近傍部を構成する非圧縮ピクチャデータのうち、一フレームのピクチャデー
タが、先端側フレームメモリ１７には、先端格納部１２に格納されている先端近傍部を構
成する非圧縮ピクチャデータのうち、一フレームのピクチャデータがそれぞれ展開される
メモリである。編集結果フレームメモリ１８には、これらフレームメモリに格納された非
圧縮ピクチャデータに画像処理を施すことにより得られた非圧縮ピクチャデータが格納さ
れる。
【００６６】
　ノンリニア編集部１９は、ユーザからの操作に基づき、様々な動画像処理を施すアプリ
ケ－ションプログラムである。ノンリニア編集部１９による動画像処理は、終端近傍部格
納部１１及び先端近傍部格納部１２に格納されている複数非圧縮ピクチャデータのそれぞ
れに対して、個別に画像処理を施すというものである。具体的にいうとノンリニア編集部
１９は、終端近傍部格納部１１に格納されている複数の非圧縮ピクチャデータ及び先端近
傍部格納部１２に格納されている複数の非圧縮ピクチャデータのそれぞれを終端側フレー
ムメモリ１６又は先端側フレームメモリ１７に読み出し、これらのフレームメモリに、一
画像を構成する画素データを展開させる。これらのフレームメモリに格納されている画素
データに、画素演算を施し、画素演算の結果を編集結果フレームメモリ１８に得る。1つ
のピクチャデータについての画像処理が完了すれば、編集結果フレームメモリ１８に格納
されたピクチャデータを編集結果格納部１３に格納する。以上の処理を終端近傍部格納部
１１に格納されている非圧縮ピクチャデータ及び先端近傍部格納部１２に格納されている
複数の非圧縮ピクチャデータのそれぞれについて繰り返す。画素レベルでの演算を前提と
しているため、ノンリニア編集部１９は、第１実施形態に示した各種加工より高度な画像
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処理を行うことができる。具体例を列挙すると、ノンリニア編集部１９による画像処理に
は、個々のピクチャデータに対するフィルタリング処理、複数ピクチャデータに対してな
されるレイヤ合成処理等がある。フィルタリング処理とは、ピクチャデータを構成する画
素に画素演算を施し、エンボス、輪郭抽出、モザイク化等といった画像表現を施す処理で
ある。レイヤ合成処理とは、終端近傍部を構成するピクチャデータと、先端近傍部を構成
するピクチャデータとをそれぞれ別々のレイヤに割り当て、これらのレイヤを重ね合わせ
た合成画像を作成するという処理である。尚ノンリニア編集部１９は、システム制御部１
内に設けてもよい。
【００６７】
　MPEGエンコーダ２０は、編集結果格納部１３に書き込まれた非圧縮ピクチャデータをエ
ンコードし、VOB＃z、＃z+1を得て、トラックバッファ５に出力する。トラックバッファ
５に出力されたピクチャデータは、先に述べたプレイリスト書込制御部１４の制御に基づ
きVOB情報、Temp_Cell情報と対応づけられてDVDに書き込まれる。
　以上のように本実施形態によれば、高速アクセスが要求される動画像処理のためにHDア
レイを利用しつつも、最終的な編集結果をDVDに書き込んでゆくので、高度な画像編集を
実現することができる。また編集結果を第１実施形態同様Temp_Cell情報にて指定するの
で、第１実施形態同様、Temp_Cell_FLAGの設定値を切り換えることにより、編集のリカバ
リーも簡易に行なえる。
【００６８】
　（第５実施形態）第５実施形態は、ハードディスクアレイを備えた再生装置に係る。図
２６は、第５実施形態に係る再生装置の内部構成を示す図である。図２６に示す再生装置
は、図２５に示した記録装置の構成をベースにしており、図２５と共通している構成要素
には共通の参照符号を付して説明を省略する。図２５に示した内部構成との差違は、シス
テム制御部１内にTemp_Cell情報先読み制御部２１、プレイリスト再生制御部２３が設け
られ、ノンリニア編集部１９がノンリニア編集部２２に置き換えられている点である。
【００６９】
　Temp_Cell情報先読み制御部２１は、Playlist情報に基づく再生が指定された場合に先
読み処理を行う。この先読み処理とは、Playlist情報に基づく再生区間の再生が指定され
た場合に、CELL情報より先にTemp_Cell情報にて指定されたVOB＃z,＃z+1を読み出して、M
PEGデコーダ３に出力するというものである。読み出されたVOB＃z,＃z+1に対するデコー
ドがMPEGデコーダ３により行われ、非圧縮のピクチャデータが得られれば、VOB＃zに含ま
れる非圧縮ピクチャデータについては終端格納部１１に格納し、VOB＃z+1に含まれる非圧
縮ピクチャデータについては先端格納部１２に格納する。
【００７０】
　ノンリニア編集部２２は、上述したVOBの先読み処理時において、ユーザからの操作を
待つことなく、終端格納部１１及び先端格納部１２に格納されている非圧縮ピクチャデー
タを終端側フレームメモリ１６、先端側フレームメモリ１７に読み出して、Temp_Cell情
報に含まれるEffect_Typeに従った動画像編集を実行する。ここでTemp_Cell情報に含まれ
るEffect_Typeがフェードアウトを示しているなら、VOB＃z及びVOB＃z+1を構成する非圧
縮ピクチャデータに対してフェードアウト加工を施し、Effect_Typeがフィルタリングや
レイヤ合成を示しているなら、VOB＃z及びVOB＃z+1を構成する非圧縮ピクチャデータに対
してフェードアウト加工を施す。編集結果フレームメモリ１８に、一フレームの編集結果
が得られる度に、これを編集結果格納部１３に格納してゆく。以上の処理を終えれば、加
工終了をプレイリスト再生制御部２３に通知する。
【００７１】
　プレイリスト再生制御部２３は、第３実施形態に示したプレイリスト再生制御部９の機
能をベースとしながらも、第５実施形態特有の処理を行う。第３実施形態においてプレイ
リスト再生制御部９は、図２２のステップＳ５０において先行再生区間のVOBU＃(PreEdge
)までをMPEGデコーダに投入した後、Temp_Cell情報のVOBI_SRPにて指定されているVOB＃z
,＃z+1のVOBI_SRPにて指定されているVOB＃z,＃z+1をMPEGデコーダ３に投入した。これに
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対して第５実施形態におけるプレイリスト再生制御部２３は、DVDに記録されたVOB＃z,＃
z+1に代えてノンリニア編集部２２が編集を行うことにより得られた編集結果を編集結果
格納部１３から読み出し、信号出力部４に投入する。
【００７２】
　編集結果格納部１３に格納されている編集結果は、Temp_Cell情報のEffect_Typeに応じ
た編集をノンリニア編集部２２が行うことにより、得られたものである。VOB＃z,＃z+1が
これら編集結果に置き換えられるので、Playlist情報の再生時においては、先行再生区間
の終端近傍部と、後続再生区間の先端近傍部は様々な視覚効果が施されたピクチャデータ
に置き換えられるのである。
【００７３】
　以上のように本実施形態によれば、Playlist情報の再生時に、Temp_Cell情報にて指定
されるVOB＃z,＃z+1を先読みしておき、編集を施しておくので、仮編集終了後、すぐにこ
れを再生させることができる。
　（第６実施形態）第６実施形態は、MPEGデコーダが2台具備されており、2系統のVOBの
デコードが行えるような高機能再生装置に関する。図２７は、第６実施形態に係る内部構
成を示す図である。本図における記録装置の構成は、図２６に示した再生装置の構成をベ
ースにしており、共通の構成要素には、同一の参照符号を付して説明を省略している。新
規な点は、図２６に示したMPEGデコーダ３が、MPEGデコーダ２４及びMPEGデコーダ２５に
置き換えられ、ノンリニア編集部２２がノンリニア編集部２６に置き換えられている点で
ある。
【００７４】
　この2台のMPEGデコーダのうち1つのMPEGデコーダ２４は、CELL情報にて指定されている
再生区間のうちCell_Start_PTM又はTrimming_Start_PTMからTrimming_End_PTM迄のデコー
ドを行う。またもう一方のMPEGデコーダ２５は、Temp_Cell情報にて指定されている再生
区間のデコードを行って非圧縮ピクチャデータを得て、終端格納部１１及び先端格納部１
２に書き込んでゆく。
【００７５】
　ノンリニア編集部２６は、終端格納部１１及び先端格納部１２に書き込まれた非圧縮ピ
クチャデータを順次、終端側フレームメモリ１６、先端側フレームメモリ１７に読み出し
、これにEffect_Typeに従った加工を施して、その加工結果を編集結果フレームメモリ１
８に得る。1つの非圧縮ピクチャデータに対する加工が終了する度に、加工結果を編集結
果格納部１３に書き込んでゆく。
【００７６】
　MPEGデコーダ２５及びノンリニア編集部２６は、以上の処理をMPEGデコーダ２４による
デコード完了までに行う。MPEGデコーダ２４によるVOBのデコードが完了すれば、信号出
力部４は編集結果格納部１３に格納されている非圧縮ピクチャデータの再生出力を行う。
以上のように本実施形態によれば、再生区間のうちCell_Start_PTM又はTrimming_Start_P
TMからTrimming_End_PTM迄のデコードと、Temp_Cell情報にて指定されている再生区間の
デコード及び動画像編集とを並列に行うので、Temp_Cell情報が設定されていれば、ユー
ザはVOBに対する加工処理を全く意識することなく、フェードイン接続・フェードアウト
接続・クロスフェード接続といった視覚効果を楽しむことができる。
【００７７】
　（第７実施形態）Temp_Cell情報におけるEffect_Typeに、ワイプ加工、スライド加工と
いった視覚効果を追加するものである。図２８（ａ）～図２８（ｃ）は、ワイプ加工がど
のように行われるかを示す図であり、図２９（ａ）～図２９（ｃ）は、スライド加工がど
のように行われるかを示す図である。
　ワイプ加工とは、図２８（ａ）に示すように先行再生区間の終端側に含まれる画像Aを
、後続再生区間の先端近傍部に含まれる画像Bの上に重ね合わせ、終端側の画像Aを、図２
８（ｂ）、図２８（ｃ）の矢印wy1,wy2に示すように画面上で何れかの方向に移動させる
ことにより、終端側の画像Aにより隠れていた先端近傍部側の画像Bを画面C上に表してゆ
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くという視覚効果である。
【００７８】
　スライド加工とは、図２９（ａ）に示すように先行再生区間の終端近傍部に含まれる画
像Aと、後続再生区間の先端近傍部に含まれる画像とを隣接させ、図２９（ｂ）の矢印wy3
,4に示すように終端側の画像Aを押し出してゆくように先端近傍部側の画像を移動させな
がら、先端近傍部側の画像を画面上に表してゆくという視覚効果である。第７実施形態に
係る記録装置は、これらワイプ加工、スライド加工を示すEffect_TypeをTemp_Cell情報に
書き込んでおく。
【００７９】
　一方第７実施形態に係る再生装置の内部構成を図３０に示す。図３０に示すように本再
生装置は、基本的には、図２５に示した第５実施形態に係る再生装置と同一構成である。
第７実施形態においてMPEGデコーダ３は、Temp_Cell情報に従い、終端近傍部におけるピ
クチャデータ及び先端近傍部におけるピクチャデータを非圧縮ピクチャデータに変換する
。
【００８０】
　ノンリニア編集部１９は、終端格納部１１及び先端格納部１２に格納された非圧縮ピク
チャデータに対して、Effect_Typeに従ったワイプ加工又はスライド加工を施し、この結
果を信号出力部４に表示出力させる。以上のように本実施形態によれば、Temp_Cell情報
を記録する際に、ワイプ加工、スライド加工といった視覚効果を設定することができ、動
画編集のバリエーションを増すことができる。
【００８１】
　（第８実施形態）第１～第７実施形態では、複製部分をVOB＃z,＃z+1としてDVDに書き
込んでいた。VOB＃z,＃z+1のそれぞれの連続長が短いと、VOB＃zの読み出しから、VOB＃z
+1の読み出しまでの間、VOB＃z+1の読み出しから、VOB＃x+1の読み出までの間にトラック
バッファ５がアンダーフローしてしまう恐れがある。つまり、連続長が短いと、第１実施
形態～第７施形態までの処理がなされたとしてもトラックバッファ５のアンダーフロー発
生により再生の途切れが生じてしまうのである。これを避けるため第２実施形態における
記録装置は、いわゆるマージと呼ばれる加工を行う。マージ加工とは、VOB＃zと、VOB＃z
+1とを連結して、連結部分のデータ長が所定のデータ長を上回るようにするという処理で
ある。
【００８２】
　ここでDVDの記録領域が、2048バイトの複数のセクタに分割され、さらに連続する16セ
クタからなる複数のECCブロックに分割されており、VOBが2048バイトのサイズを有する複
数のパックからなる場合、所定のデータ長は、次式で表されるEccブロック数N_eccに相当
するサイズとなる。
　N_ecc = Vo * Tj / ((16*8*2048) * (1 - Vo/Vr))式中、Tjは再生装置における光ピッ
クアップの最大ジャンプ時間、Vrはトラックバッファの入力転送レート（Mbps）、Voはト
ラックバッファの出力転送レート（Mbps）を示す。
【００８３】
　尚、この式の根拠の詳細については、先述の米国特許USP,6148,140公報を参照されたい
。また、複製部分の書き込み時において、このような連続長を満たすように、記録装置が
複製部分を定めてもよい。以上のように本実施形態によれば、複製にあたって、複製部分
をトラックバッファがアンダーフローしないようなデータ長に定めるので、アンダーフロ
ーによる再生の途切れを回避することができる。
【００８４】
　（第９実施形態） 第９実施形態は、DVDの記録容量を考慮した処理を行う記録装置に関
する。第２実施形態では、仮編集が行われる度に、終端近傍部及び先端近傍部の複製部分
をDVDに書き込んでいた。よって仮編集が繰り返しなされ、多くのCELL情報が生成されれ
ば、その分だけDVDの容量は圧迫を受けることとなり、光ディスクがディスクフルになる
確率も増す。そこで第９実施形態では、加工の可能性があるか否かをユーザに提示し、こ



(21) JP 4478193 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

の提示に対してユーザが肯定的な操作を行った場合に、記録装置のモードを、加工モード
に設定する。一方、否定的な操作を行った場合は、非加工モードに設定する。第９実施形
態の記録装置は、自装置が加工モードに設定された場合のみ第２実施形態の処理を行い、
非加工モードに設定された場合は、第２実施形態の処理は行わない。これにより、DVDの
容量に、他のVOBを多く書き込むことができる。
【００８５】
　また、既に複製部分が書き込まれたDVDが装填された場合であって、他のVOBを書き込む
だけの容量がそのDVDに存在しない場合、第９実施形態に係る記録装置は、空き領域を確
保するか否かの提示を行い、もしユーザが空き領域確保を希望した場合、Temp_Cell情報
にて指定されたVOBと、VOBに対応するVOB情報、Temp_Cell情報を一切削除して空き領域の
確保を行う。
【００８６】
　以上のように本実施形態によれば、第２実施形態に示した複製部分の記録処理に伴う、
ディスクフルの発生を回避することができる。上記実施形態に基づいて説明してきたが、
現状において最善の効果が期待できるシステム例として提示したに過ぎない。本発明はそ
の要旨を逸脱しない範囲で変更実施することができる。代表的な変更実施の形態として、
以下（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）・・・・のものがある。
【００８７】
　（Ａ）第１実施形態～第７実施形態では、複製部分すべき部分を先行再生区間の終端近
傍部及び後続再生区間の先端近傍部としていたがVOB内の任意の部分を複製し、この任意
の部分の複製部分をTemp_Cell情報にて指定してもよい。第１実施形態～第７実施形態で
は、VOB＃x,＃x+1のそれぞれに対して2以上の再生区間が設定されている一例にて説明し
たが、1つのVOBに対して2以上の再生区間が設定されていてもよい。
【００８８】
　（Ｂ）第１～第７実施形態では、DVD-RAM,DVD-RW等、DVD-VIDEO RECORDING規格に準拠
して動画像データを記録し得るDVDを一例にして説明を進めたが、動画像データを記録し
得る記録媒体であれば、物理的構造はどのような記録媒体であってもよい。例えば、DVD-
RAM,DVD-RW以外のPD,DVD+RW,CD-RW等の相変化型光ディスクであってもよい。またCD-R,DV
D-R等のライトワンス型の光ディスク(i)、MO(Magneto-optical disk),MD-DAT(Mini disc-
Data),iDフォーマット等の光磁気記憶型光ディスク(ii)、ORB,Jaz,SparQ,SyJet,EZFley,
マイクロドライブ等のリムーバルハードディスクドライブ(iii)、フレキシブルディスク
、SuperDisk,Zip,Clik!等の磁気記録ディスク(iv)、SDメモリカード、フラッシュカード
、スマートメディア、メモリスティック、マルチメディアカード、PCM-CIAカード等のフ
ラッシュメモリカード(v)であってもよい。
【００８９】
　（Ｃ）DVDがコンピュータの記録媒体としても使用される場合には、次のような構成と
すればよい。すなわち、ディスクドライブ２は、DVDドライブ装置としてSCSI、IDE、IEEE
1394準拠のインターフェイスを介してコンピュータバスに接続される。また、同図のディ
スクドライブ２以外の構成要素はコンピュータのハードウェア上でOS及びアプリケーショ
ンプログラムが実行されることに実現される。
【００９０】
　（Ｄ）本実施形態では、VOBには、ビデオストリームとオーディオストリームとが多重
されていたが、字幕文字をランレングス圧縮した副映像ストリームやその他制御情報が多
重化されていてもよい。
　（Ｅ）本実施形態ではピクチャデータの表示期間をビデオフフレームにて記述したが、
フィルム素材のように、24フレーム/秒の映像を圧縮する場合に使用する3:2プルダウンを
用いた場合、１フレーム=１ピクチャでなく、1.5フレーム=１ピクチャになる場合がある
。本発明は実質的に3:2プルダウンに依存するものではなく、この場合、上述したフレー
ムに制限されるものではない。
【００９１】
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　（Ｆ）本明細書では、加工を行う装置について記載を行わなかったが、これは記録装置
と、動画加工を行う装置とが別々の装置として取引されているという事実に根拠におく。
つまり、現在においてAVファイル・管理ファイルの書き込みは、パナソニック社のDMR-E2
0等、民生機器の1つであるDVDレコーダによりなされることが多い。これに対して上述し
た加工は、IEEE1394型のコネクタにて外付けのドライブ装置が接続され、"MotionDV STUD
IO","DVD MovieAlbum"といったデジタル映像編集プログラムがインストールされたパーソ
ナルコンピュータでなされることも多くある。
【００９２】
　しかし本明細書は、加工装置との一体化の可能性を排除するものではなく、上述した加
工を行う装置と、第２実施形態～第９実施形態に記載した記録装置、再生装置とを一体構
成してもよい。第２実施形態～第９実施形態では記録装置、再生装置を個別の実施形態に
分けて説明したが、これは説明の便宜のためであり、記録装置及び再生装置を一体構成に
して実施してもよい。
【００９３】
　（Ｇ）全ての実施形態において、光ディスクはDVD-VIDEO RECORDING規格に準じたフォ
ーマットで各種データを記録するものとしたが、編集を前提にしてデータを記録し得る規
格なら、他の規格に準じて記録されてもよい。
　（Ｈ）第４実施形態～第６実施形態では、ハードディスクアレイを一例として説明を進
めたが、ハードディスクアレイを１台のハードディスクで代用してもよい。
【００９４】
　（Ｉ）全ての実施形態では、複製部分を経由するか否かの切り換えにTemp_Cell_FLAGを
用いたが、このTemp_Cell_FLAGを用いず、ユーザ操作により、複製部分を経由するか否か
の切り換えを行ってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明に係る光ディスク、記録装置及び再生装置は、上記実施形態に内部構成が開示さ
れており、この内部構成に基づき量産することが明らかなので、資質において工業上利用
することができる。このことから本発明に係る光ディスク、記録装置及び再生装置は、産
業上の利用可能性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】DVDにおけるディレクトリやファイルを示す図である。
【図２】（ａ） AVファイルに収録されるVOBの構成を段階的に詳細化した図である。（ｂ
） GOPの内部構成を示す図である。
【図３】管理ファイルの内部構成を示す図である。
【図４】TMAPIとVOBUとの関係を模式的に描いた図である。
【図５】CELL情報＃x,＃x+1により再生区間がどのように特定されるかを模式的に示す図
である。
【図６】（ａ）～（ｄ） 複数種別の加工のそれぞれを説明するための図である。
【図７】（ａ）～（ｂ） 加工手法がシームレス接続である場合に、終端近傍部及び先端
近傍部をどのように設定するかを示す図である。
【図８】データ加工のために書き込まれた複製部分を示す図である。
【図９】VOB＃z,＃z+1とともにVOB情報＃z,＃z+1、Temp_Cell情報＃z,＃z+1が書き込まれ
たDVDを示す図である。
【図１０】第１実施形態に係るプレイリスト情報ののCELL情報のデータ構造を示す図であ
る。
【図１１】図１０に示したCELL情報、Temp_Cell情報にてVOBがどのように指定されるかを
模式的に示す図である。
【図１２】図９において、CELL情報、Temp_Cell情報の構成要素がどの部位を特定するか
を示す図である。
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【図１３】記録装置の内部構成を示す図である。
【図１４】仮編集処理に用いられる対話画面の一例を示す図である。
【図１５】アドレス・タイムコード変換部７がタイムコードからVOBUのアドレスを特定す
る過程を示す図である。
【図１６】アドレス・タイムコード変換部７がタイムコードからVOBUのアドレスを特定す
る過程を示す図である。
【図１７】アドレス・タイムコード変換部７がタイムコードからVOBUのアドレスを特定す
る過程を示す図である。
【図１８】プレイリスト書込制御部８の処理手順を示すフローチャートである。
【図１９】プレイリスト書込制御部８の処理手順を示すフローチャートである。
【図２０】第３実施形態に係る再生装置の内部構成を示す図である。
【図２１】プレイリスト再生制御部９の処理手順を示すフローチャートである。
【図２２】プレイリスト再生制御部９の処理手順を示すフローチャートである。
【図２３】ステップＳ４４により指定された読出範囲と、ステップＳ４５により指定され
た再生範囲とを示す図である。
【図２４】ステップＳ５０により指定された読出範囲と、ステップＳ５０により指定され
た再生範囲とを示す図である。
【図２５】第４実施形態に係る記録装置の内部構成を示す図である。
【図２６】第５実施形態に係る再生装置の内部構成を示す図である。
【図２７】第６実施形態に係る再生装置の内部構成を示す図である。
【図２８】（ａ）～（ｃ） ワイプ加工がどのように行われるかを示す図である。
【図２９】（ａ）～（ｃ） スライド加工がどのように行われるかを示す図である。
【図３０】第７実施形態に係る再生装置の内部構成を示す図である。
【符号の説明】
【００９７】
　１ システム制御部
　２ ディスクドライブ
　３ MPEGデコーダ
　４ 信号出力部
　５ トラックバッファ
　６ ユーザインターフェイス部
　７ タイムコード変換部
　８ プレイリスト書込制御部
　９ プレイリスト再生制御部
　１０ HDアレイ
　１１ 終端格納部
　１２ 先端格納部
　１３ 編集結果格納部
　１４ プレイリスト書込制御部
　１５ 半導体メモリ
　１６ 終端側フレームメモリ
　１７ 先端側フレームメモリ
　１８ 編集結果フレームメモリ
　１９ ノンリニア編集部
　２０ MPEGエンコーダ
　２１ システム制御部
　２２ ノンリニア編集部
　２３ プレイリスト再生制御部
　２４ MPEGデコーダ
　２５ MPEGデコーダ
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【図２３】 【図２４】
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